特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　2月28日　　449号
里山展　芳名録記載者126名　
普賢寺地域からの記載者は無かったのですが、宇治市 城陽市 交野市 宇治田原町 精華町 守口市等遠方からもお越しいただきました。展示物は「里山農園（休耕田放棄田の復活作業）についてよく作業をされていますね。」「ササユリの咲くのを期待しています。」　「写真「赤富士」を見させていただいて噂に聞いていましたが本物を見て感激しました。」「松かさツリーなどの置物で雰囲気和らぎますね。」「木津川の植物写真もなかなか出会えないのに美しくとれていてうれしく感じました。」「里山の植物について、これだけ見られなくなっているとはおどろきです。」と言った感想が聞かれました。御観覧に来ていただいた皆さんありがとうございました。
里山展説明文から「水取地区の里山農園の経過について　2013年2月19日」　　
京田辺市打田地区では猪の出没被害が頻繁に発生し、稲作農家では自主的に防護柵を設置していた。2009年になると京田辺市水取地区の府道東側で壊滅的な猪被害が発生した。里山の会では獣害被害防止の学習会を数年前から学び京田辺市民文化祭や府環境フエスタで猪の剥製を展示する等して啓発活動を活発に発信してきた。2011年から水取地区菰谷において猪捕獲用檻の設置付近の放棄田約1000平方メートルの開墾再生を始めた。当時は猪の足跡がいたるところで発見され我が物顔の振る舞いがあった。もちろんけもの道も数多く見られた。湿地では広いヌタ場があり、猪の天国の様相がうかがわれた。人の出入りが多くなれば猪は来なくなる判断して、作付したサツマイモ400本は見事に猪被害を受け壊滅させられた。防護柵の設置を行うと同時に周辺部分の笹竹等を幅広く刈取り、除去を開始した。
数十年間放棄されていたのでササダケびっしりと密集して手がつけられない状況でしたが、それでも意を決して周囲のササダケ除去に挑みました。比較的平坦部分とみられる田圃跡地の密集ササダケから作業を始めました。また、山裾部分についても猪の捕獲檻の設置周囲を残して刈り取ました。3年目の今年、ようやくのことで猪の姿が確認できるように、隠れて移動できる部分のほとんどを剥ぎ取るところまで、谷の広い面積の整備をすすめた。（2012年12月　第1次整備作業完了）
　結果　2013年2月には猪の足跡、またヌタ場も全くみられなくなった。一方地域の方々による防護柵も完全に設置され獲物の獲得が難しくなったので、自ら撤退しているのかもしれないが、何れにしても、今のところ総合的施策によって成果が上っているようである。
我々里山の会が菰谷の奥部で開拓を開始するには、まず通路の確保のために通路らしき所を手探りで背丈をはるかに超える笹竹とクズ蔓の中を刈払機の爆音を響かせての格闘が2年間を続いた。2010年には通路の拡幅や路肩の強化のために、松杭40本　土のう1000袋　コワ板2万円で整備をすすめ、2011年度に土のう1000袋で再度通路の強化をすすめ、軽トラックの往復が可能になった。刈払機での作業が続く中、自走式草刈機の購入によって、刈り取り後の笹竹の始末をチップ化で始末できるようになり、一挙に作業が軽減化され、能率よく進められた。周囲の大木も炭焼き体験の原木として伐採を行い、山の斜面や通路斜面の整備も実行できた。（2013年2月）
今後の課題の一つは、最も太くてぎっしり密集している笹竹の３ブロックの刈取である。ここは猪の唯一最後の隠れ場所らしき場となっている。ここを整備すると猪の出没には致命的な打撃を与えられるのではないかと予想される。
次の課題は、整地された圃場の管理運営である。市民農園として開放するのか、水の確保を実現し、水田として稲作を進めるのかの岐路にある。いずれにしても高齢化による体力の後退から機械化の充実が必須条件である。稲作の場合の投資資金の問題、蔬菜栽培には販路の問題と、人手問題が課題となっている。こうした一つ一つの課題をみなさんの力と知恵を寄せ集め、里山農園の活性化、放棄地の復興と獣害撲滅に挑みたいと思っている。
木津川展　芳名録記載者270人　
伊賀市からも出展参加　更に取組の輪が広がる。22団体が出展参加　会期中に実施した野鳥観察会には地元のエコグループのみなさん8名が団体参加　野鳥観察では植田先生から丁寧な解説を聞いた。
炭焼き体験二日目　　　無事に窯詰できる　　城陽市から2名の参加あり　入会も戴く
お昼には暖かくて美味しい豚汁がふるまわれる　　雪が舞い散り、小雨のぱらつく中本当に心のこもったお汁がうまかった。
後一窯分の原木が残っている　引き続いて焼くことも可能である。　窯出し5日午前中　生産した炭の商品化（箱詰作業をします）　
第2回目の着火を　6日（早朝　から　午前中に終了予定）
第17回通常総会の日程決まる　
総会4月24日（水）第3回理事会3月22日（金）社員と理事の皆さんのご出席をお願いします。
第7回親子花見乗船体験は4月7日（日）に決まる　6日はカヌー教室開催　申込制で実施何れも10時から14時まで
恒例の観梅ハイキング　3月10日　10時：富野荘駅出発（時間厳守）

講演会へのご出席をお願いします
第17回自然と環境講演会　3月2日（土）13時開場　
京田辺市中央公民館　　講師・・渡辺信夫氏　　立命館大学講師
暮らしも地域・自然も壊す「原発震災とTPP」を考える
　　　　―「食・エネルギーの自給地域づくり」で
ふるさと再生と脱原発の道をー
　農業への壊滅的な打撃、医療や福祉施策への影響が心配されます。
やましろ農協や医療関係者から問題提供がされています。
　　　　　　その中身を知って日本国民の選ぶ道筋を学びましょう。

参加費無料

















ご来場歓迎








